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財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法
     先入先出法に基づく原価法によっている。
     （貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）
（2）固定資産の減価償却の方法
     固定資産の減価償却は、次の方式を採用している。
　　　　　有形固定資産　　　定率法
　　　　　無形固定資産　　　定額法
　　　　　リース資産　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
（3）消費税等の会計処理の方法
     税込方式によっている。
（4）引当金の計上方法
　　　　　貸倒引当金　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権及び貸倒懸念
　　　　　　　　　　　　　　債権等特定の債権については貸倒実績率により回収不能見込額を
　　　　　　　　　　　　　　計上している。
　　　　　退職給付引当金　　　職員に対する退職給付支給に備えるため、当期末における自己
　　　　　　　　　　　　　　都合要支給額を計上している。
　　　　　賞与引当金　　　　　職員に対する賞与の支給に備えるため、当期に帰属する期間の
　　　　　　　　　　　　　　支給見込み額を計上している。
（5）リース取引の処理方法
　　　ファイナンス・リース取引（リース料総額が300万円を超えるファイナンスリース取引）
　　　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　特定資産の増減額とその残高は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産
　退職給付引当資産 4,110,00022,255,000 26,365,000
　BOD測定装置取得積立資産 20,000,000 20,000,000
　駐車場取得積立資産 12,000,00022,500,000 34,500,000

小　　　計 36,110,00044,755,000 80,865,000
合　　　計 36,110,00044,755,000 80,865,000

3.基本財産及び特定資産の財源額及びその残高

　特定資産の財源額及びその残高は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財 （うち一般正味財 （うち負債に
産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

特定資産
　退職給付引当資産 26,365,000 26,365,000( ) ( () )
　BOD測定装置取得積立資産 20,000,00020,000,000 ( ) ( () )
　駐車場取得積立資産 34,500,00034,500,000 ( ) ( () )

小　　　計 54,500,00080,865,000 26,365,000( ) ( () )
合　　　計 54,500,00080,865,000 26,365,000( ) ( () )

4.担保に供している資産

   担保提供資産
   （１）土地（安芸郡府中町千代8-8）　　128,101,307円
   （２）建物（安芸郡府中町千代8-8）　　200,378,885円
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5.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。
（単位：円）

科　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 200,378,88512,412,848212,791,733
建物付属設備 1,127,189517,3111,644,500
機械及び装置 11,843,0991,843,100
什器備品 3,003,4063,045,1106,048,516
ソフトウェア 316,800158,400475,200
リース資産 18,037,16440,945,03158,982,195

合　　　計 222,863,44558,921,799281,785,244


